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希 
 

望 
      

（
題
字
の
「
希
望
」
は
校
歌
の
一
部
か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
） 

 

    

五
月
九
日
（
金
）
に
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
～
あ
な
た
の
街
と
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
～
で
元
選
手
の
池
田
さ
ん
、
ダ

ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
球
団
マ
ス
コ
ッ
ト
の
Ｂ
Ｂ
、
ポ
リ
ー
の
４
名
が
来
校
し
、
生
徒
と
一
緒
に
簡
単
な
体

操
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
楽
し
く
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

               

五
月
十
九
日
（
月
）
か
ら
五
月
二
十
九
日
（
木
）
の
日
程
で
、
二
学
年
の
現
場
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業
後

の
進
路
の
方
向
性
を
決
め
た
り
自
身
の
課
題
を
発
見
で
き
た
実
習
と
な
り
ま
し
た
。
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
実

習
先
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
九
月
に
は
一
学
年
の
現
場
実
習
が
控
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

         

    

五
月
二
十
八
日
（
水
）
に
Ａ
コ
ー
プ
い
ま
か
ね
店
で
農
業
科
三
年
生
に
よ
る
草
花
販
売
会
を
行
い
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
用
意
し
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ジ
ニ
ア
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、
パ
ン
ジ
ー
、
コ
リ

ウ
ス
の
６
種
類
を
販
売
し
全
て
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
御
購
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

               

五
月
十
九
日(

月)

か
ら
二
十
三
日(

金)

ま
で
の
日
程
で
、
東
京
方
面
へ
見
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
「
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
」
「
ソ
ラ
マ
チ
」
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」
の
見
学
・
散
策
の
他
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を

決
め
て
自
主
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
の
仕

方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
見
学
旅
行
で
学
ん
だ
、
き
ま
り
や
マ
ナ
ー
を
今
後
の
学
校
生
活
の
中
で
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                

たくさんの町民の方々に御

購入していただきました。 

普段ではなかなかできない

金銭を扱う学習ができまし

た。 

お客様と会話しながら販売

することの難しさを知りま

した。 

最後にお礼の挨拶と各学科

の製品を贈りました。 

Ａコープいまかね店 リズムよく行う体操は大変

でしたが、楽しんで体を動

かすことができました。 

マタツ水産 

ワタミファーム 

グランマ 

荷物を預けて、函館空

港から出発します。 

自主研修で気象科学館に

行きました。 

待ちに待ったディズニー

ランド！！１日中楽しみ

ました。 

従業員の方々の話を真剣

に聞きます。 

おいしい食べ物もしっ

かりと食べてきまし

た。 

昔の人の大変さを知る

ことができました。 
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五
月
二
十
六
日
（
月
）
に
檜
山
北
高
等
学
校
と
の
合
同
花
壇
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
科
が
育
て
た
三
百
二

十
本
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
持
参
し
、
産
業
科
と
農
業
科
の
生
徒
で
道
路
脇
花
壇
に
植
え
て
き
ま
し
た
。
当
日
は

寒
く
雨
が
降
り
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
本
一
本
を
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
の
で
、
通
行
し
た
際
に

見
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

               

六
月
九
日
（
月
）
に
札
幌
交
響
楽
団
が
来
校
し
、
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
プ
ロ
の

演
奏
を
生
で
聴
く
生
徒
が
多
く
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
曲
の
演
奏
や
生
徒
の
心
を
つ
か

む
よ
う
な
笑
い
を
入
れ
た
楽
器
紹
介
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
音
楽
の
授
業
や
部
活
動
な
ど
で
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

              

    

六
月
二
十
日
（
金
）
に
第
十
八
回
体
育
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
練
習
期
間
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
思
う
よ
う
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
練
習
時
間
が
も
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

紅
組
白
組
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
「
応
援
合
戦
」
、
各
学
年
の
カ
ラ
ー
が
見
ら
れ
た
「
学
年
種
目
」
、
今
養

伝
統
の
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
、
力
を
合
わ
せ
た
「
綱
引
き
」
と
続
き
、
最
後
は
「
紅
白
リ
レ
ー
」
で
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
し
た
。 

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
生
徒
た
ち
は
張
り
切
っ
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
御
来
賓
の
方
々
を

始
め
、
保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
御
声
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                               

札幌交響楽団の演奏で今養

の校歌を全員で合唱しまし

た。 

木管五重奏では、それぞれ

の楽器の特徴を知ることが

できました。 

金管楽器の演奏は、面白い

演出がありました。 

全員で協力して取り組みま

した。 

来賓を代表してＰＴＡ会長

から挨拶をしていただきま

した。 

１学年種目 

『運んでＱ（球）！！』 

２学年種目 

『５本綱引き』 

３学年種目 

『ダグラクビー』 

伝統の舞 

『今養よさこいソーラン』 

ここに集結！！ 

力を合わせて戦います。 

どちらも譲りません。 

同点でむかえた紅白リレー 

最後に勝利を勝ち取ったの

は・・・ 

 


